
交野市児童家庭相談システム構築等業務委託事業者候補選定プロポーザルの審査要領 

 

 

 交野市児童家庭相談システム構築等業務委託事業者候補の選定に係るプロポーザルの実施に伴

い、候補選定の審査に関する事項を次のとおり定める。 

 

１．選定委員会の設置 

交野市児童家庭相談システム構築等業務委託事業者候補選定委員会（以下、「選定委員会」

という。）を設置し、次項に該当する事業者から提出された書類及びプレゼンテーションの実

施により審査を行い、委託事業者候補の選定を行う。 

 

２．審査の対象となる事業者 

審査は、次の各号のすべてを満たす事業者を対象とする。 

（１） 別途「交野市児童家庭相談システム構築等業務委託事業者候補選定に関する公募型プ

ロポーザルの実施要領」（以下、「実施要領」という。）に規定する参加資格要件を満た

す事業者 

（２） 実施要領に規定する期限内に、必要な書類のすべてを提出した事業者 

（３） 実施要領により、適正に書類を作成した事業者 

 

３．審査の項目及び配点 

各委員の評価点数は１２０点とし、審査項目と審査項目ごとの配点は次のとおりとする。 

（１）事業者評価 

   ・業務（導入）実績 （１０点） 

    

（２）運営体制 

   ・システムの機能要件の充実度 （１０点） 

   ・拡張性、将来対応の柔軟性 （１０点） 

   ・セキュリティ対策 （１０点） 

   ・保守、サポート体制 （１０点） 

    

（３）企画提案 

   ・提案書の分かりやすさ （１０点） 

   ・スケジュールと体制の実現性 （１０点） 

   ・独自提案、加点要素 （１０点） 

   ・プレゼンテーション （１０点） 

   ・見積金額 （１０点） 

 

（４） デモンストレーション 

・操作性、ユーザビリティ（１０点×２） 

 ※評価点数を２倍し算定 



４．選定方法 

 各提案事業者に対して、提出された書類の審査と企画提案書等のプレゼンテーションによ

る審査を行い、選定委員会において委託事業者候補（優先交渉権者）及び次点候補を決定す

る。 

６名の委員の合計評価点数（７２０点満点）が３７２点以上かつ総合評価点が最も上位の

者を優先交渉権者１事業者、次点の交渉権者１事業者を選定する。評価点が同数の場合は、

見積書の総額が低い者を優先交渉権者とし、見積書の総額が同じ場合は、くじ引きで決定す

る。 

 なお、提案事業者が１社の場合においても、上記同様の審査を行い、選定委員会において

契約の目的を達成できると判断した時は、優先交渉権者として選定する。 

 

（１） プレゼンテーション実施日は、令和７年９月３０日（火）とし、時間と場所は提出書

類の提出後に通知する。 

（２） プレゼンテーションの実施内容は、次のとおりとする。 

① 事業実施に係る責任者及び当該事業所主たる担当者が必ず出席し、提案説明と質疑

への回答を行うこと。 

② プレゼンテーションの時間は、１社につき、企画提案書説明・実機説明（３０分）、

質疑応答（２０分）とする。 

③ プレゼンテーションに必要な機器のうち、スクリーンについては本市が用意し、パソ

コン、プロジェクター、その他必要な機器については参加事業者が用意すること。 

④ プレゼンテーションは、企画提案書の内容に沿って説明を行い、システム機能につい

ては、必ず実機を用いて説明すること。ただし、外部ネットワーク接続(インターネ

ット)環境は確保しないので、必要に応じて参加事業者が準備すること。 

⑤ プレゼンテーションで提案説明を行う際、追加の資料配布は認めない。 

⑥ ※プレゼンテーション審査の順番については参加表明書の提出順とし、実施の詳細

については参加事業者に追って連絡する。 

（３） 各委員は、前項審査項目（１）～（３）について審査を実施する。 

（４） 各現場職員は前項（４）について事前審査を実施する。 

（５） プレゼンテーションの終了後、審査項目（１）～（３）についての各委員の評価点数

と（４）について各現場職員の評価点数の加点を加え、合計点数の高い事業者の順に、

候補者と次点者を決定する 

 

５．選定結果の通知 

 結果通知については、当該審査を行った事業者に対し、参加申込書に記載された担当者の

電子メールアドレス及び住所宛に通知する。 

また、選定結果についての異議申し立ては、できないものとする。 

 


